
寄せてはかえす波が、遠いまちからの便りをはこんでくる 
足跡が波にさらわれて 

懐かしくてほろ苦いあの頃の夢がよみがえる 
つぎの波が寄せてくる前に 

明日に、夢に、向かって歩き出そう 

N A N S E I南 勢 町  
Since1955-2000

行こか戻ろか 
あの日あの時 

心 に 焼 き 付 い て 、 忘 れ ら れ な い 風 景 が あ る  
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五ケ所湾をとりまく１町４村が合併して南勢町が誕生したのが昭和３０年２

月１１日、今年で満４５年を迎えました。

かえりみますと、戦後の中からの復興から始まり、高度経済成長下での伊勢

湾台風災害、昭和５７年豪雨被災など荒波にみまわれながら、国内ではオイル

ショック、円相場の高騰、そしてバブル経済崩壊後の構造的不況の到来等まさ

に激動の４５年ではなかったでしょうか。

当町が、今日このように進展を続けることができますのも、合併以来本町の

建設に多大のご支援、ご指導を賜りました先輩諸賢の努力と町民の皆様の協力

のたまものと深く敬意と感謝を申し上げます。

２１世紀を迎え、私たちはこれまでの試練や経験を糧にして、更に研鑚に努

めながら新たな産業の構築、長寿社会に対応する住民福祉の向上等、特色ある

町づくりを図るべく更なる前進を目指し、積極的に地域の発展に貢献していく

所存でございます。

南勢町誕生から４５年。現実とは常に過去の蓄積が生み出すものであり、未

来とは、いつも現状の積み重ねでございます。ここに時代の流れを足跡として

まとめました。

本町の移り変わりを少しでもお読み取りいただければ幸いに存じます。

「南勢町４５年のあゆみ」発刊に際して

平成12年12月

南勢町長　
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●アジア諸国会議、ニューデリー
で開催。平和五原則を確認
●アジア・アフリカ会議開催さ
れる
●第１回原水爆禁止世界大会開催
●左右社会党の統一
●保守合同により自由民主党誕生

●日本登山隊、マナスルに初登頂
●モスクワで日ソ国交回復に関
する共同宣言
●国連加盟
●新教育委員会法施行

●ソ連、世界初の人工衛星スプー
トニク１号の打ち上げに成功
●東海村で原始の火、ともる
●国連安保理の非常任理事国と
なる

●米国初の人工衛星打ち上げ
●１万円札発行（聖徳太子の図柄）
●勤評反対闘争激化
●狩野川台風

●ソ連、世界初の月ロケット打ち
上げに成功
●黒部トンネル開通
●皇太子明仁親王御成婚
●戦後初の国産潜水艦おやしお進水式
●メートル法施行

●フランス、サハラ砂漠で原爆
実験成功
●日米安保条約調印
●安保反対闘争激化

●ケネディ、大統領に就任
●ソ連のガガーリン少佐、人類
初の宇宙飛行
●東独政府、ベルリンに壁を作る
●所得倍増計画
●農業基本法の成立

●北陸トンネル開通
●堀江兼一、太平洋単独ヨット
横断
●国鉄三河島事件
●全国総合開発計画発表

●ケネディ大統領暗殺
●通信衛生で日米間初のTV中継
実験放送成功
●原子力発電開始

町制施行45周年を迎えた南勢町はめざましい発展を遂げる一方で
ふるさとのやさしさと美しさを大切に守ってきました。
先人たちもそうであったように、私たちも、そして次世代の子どもたちもまた、
同じ思いでこの町を愛し続けるでしょう。時を越えて心をつなぐ永遠のふるさと
―それが私たちのまち、南勢町です。

●
45
年
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
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西井ドック
五ヶ所浦
宿浦観音堂
五ヶ所港
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1955年（昭和30年）
2月11日 南勢町誕生

五ケ所湾に臨む五ケ所
町、穂原村、南海村、宿
田曽村と神原村の大字神
津佐、泉、下津浦、木谷
の区域をもって南勢町が
誕生した。

南勢町消防団発足
3月27日 町長に岡本五一郎当選
4月1日　南勢高校全日制普通科

となる
南勢町保育連協結成

4月7日　獅子島樹叢県天然記念
物指定

4月 押渕園開園
真珠養殖好況

1956年（昭和31年）
4月1日 南翠園、町立となる
4月8日 迫間浦簡易水道完成
9月25日 台風15号、大雨
10月1日 教育委員会設置

1957年（昭和32年）
2月11日 南勢町新役場竣工
5月28日 礫小学校校舎、講堂竣工
6月1日 迫間へき地診療所開設

町章ができる

1958年（昭和33年）
3月1日 町立さざら園、五ヶ所

園開設
3月29日 穂原中学校体育館落成

式
7月1日 五ヶ所浦にアスファル

ト道できる
9月25日 小切間重三郎頌徳碑建立

1959年（昭和34年）
2月7日 宿浦簡易水道完成
3月18日 岡本町長再選
6月4日 南勢町森林組合設立
9月1日 南勢町商工会設立

9月26日 伊勢湾台風、被害甚大

伊勢湾台風では、３メー
トル余りの高潮と４０メ
ートル以上の風速を記
録。被害は、死者１名、
負傷者５４名、家屋の全
壊１２６棟、半壊２６４
棟、床上浸水４４４戸、
床下浸水３５０戸（消防
署調）に至った。

1960年（昭和35年）
1月22日 船越園落成
2月3日 五ヶ所浦火葬場が町営

になる
5月24日 チリ地震津波

チリ地震の影響による津
波があり、住宅半壊５棟、
床上浸水２８８戸、床下
浸水２３８戸の被害をう
けた。
被害額は、住宅関係１億
１５００万円、水産関係
１８億４０００万円、農
業土木１３７０万円、公
共土木２２７５万円、農
林産物関係８５０万円に
上った。

10月1日 商工会、法人になる

1961年（昭和36年）
4月1日 神原園開園
9月15日 相賀小学校鉄筋校舎落

成式
9月16日 第2室戸台風
11月15日宿田曽小・中学校新校

舎竣工
12月22日五ヶ所中学校校舎落成式

1962年（昭和37年）
2月7日 団体営開拓パイロット

事業（みかん園）決定
2月15日 五ヶ所浦簡易水道設置

決定
4月1日 礫浦漁協でハマチ養殖

開始
相賀浦・礫浦間県道改
修着手

1963年（昭和38年）
4月1日 町内全保育所町立となる
4月30日 岡本町長三選
12月11日南海中学校鉄筋校舎落

成式

1

2

3

4

1
2

3
4

太吉屋旅館
五ヶ所川
剣峠

1
2

3

1

2

3

南勢高校

当時の役場
強風で屋根
の瓦がまく
れているの
がわかる

海岸にうちあげられた巡航船

この町章はナンセイの文字を図案化したもので、
丸い円は町内の円満をあらわし、

つのは両手をあげてトップを切る姿とし、
上下左右の分け目は、

合併した町民和合の表徴です。
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1975年（昭和50年）
２月１日「20年のまちのあゆみ」

発行
３月 南勢町広域水道第1期

工事完成
４月27日久保町長再選

ナゴサ地区発掘調査行
われる

1976年（昭和51年）
２月17日志摩防火協会設置
３月12日斎田獅子頭、伊勢路獅

子頭及び付属文書を町
文化財指定

３月14日道瀬遺跡跡発掘で和同
開珎出土

９月９日17号台風、泉、神津佐
川越水

10月19日五ヶ所浦生産森林組合
設立
五ヶ所園新築し、中津
浜園を統合
県行造林五ヶ所浦に実
施される

1977年（昭和52年）
１月24日南海中学校体育館竣工式
２月11日南勢町民憲章制定
６月１日礫浦日和山古墳町文化

財指定

12月22日神原園新築完成
五ヶ所浦、万度塚調査
が行われる

1978年（昭和53年）
４月１日町営五ヶ所火葬場新築

移転
４月８日船越薬師像及び伊勢路

阿弥陀像、町文化財に
指定

８月 南勢町海洋少年団、手
旗信号で全国優勝
礫浦漁村環境改善総合
センター定礎

1979年（昭和54年）
３月 五ヶ所浦に児童公園で

きる

●日本初の人工衛星おおすみ打
ち上げ

●初の静止気象衛星「ひまわり」
打ち上げに成功
●領海12海里、漁業専管水域200
海里に拡大

●植村直己、初の単独北極点到達
●新東京国際空港開港
●日中平和条約調印

●イラン・イラク戦争
●ジョン・レノン殺される

●大関貴ノ花、引退
●福井謙一ノーベル賞受賞
●中国残留孤児、初の集団調査
来日

●東北上越新幹線開通
●教科書検定、国際問題化

●東京ディズニーランドがオー
プン
●東北大学で日本初の体外受精
児（試験管ベビー）誕生
●日本海中部地震
●大韓航空機撃墜事件

●NHK衛星TV放送開始
●ロス五輪
●グリコ・森永脅迫事件
●三種の新札発行
●植村直己マッキンリー単独初
登頂

1964年（昭和39年）
１月 中村汀女、五ヶ所湾吟遊
３月31日啓発小学校、統合のた

め廃止
３月 五ヶ所浦区、水道通水
４月１日五ヶ所・啓発小学校統

合。これより中津浜分
校廃止

６月１日相賀浦へき地診療所開設

1965年（昭和40年）
４月 中津浜浦園開園
５月 南勢町老人クラブ連合

会結成
６月 宿田曽園開園
９月１日南勢町・穂原両森林組

合統合
町制施行10周年記念式典

1966年（昭和41年）
２月 五ヶ所小学校現校舎完成
２月７日隆平永宝、松ハナより

出土
礫へき地診療所開設

４月１日田曽浦園開園

1967年（昭和42年）
１月１日大安病院町立移管

昭和４２年１月１日、大
安病院は、五ケ所湾文化
厚生農業協同組合連合会
から町へ移管され昭和４
４年１２月新築工事に着
手し、昭和４６年１月、
完成とともに南勢町立病
院と改名された。

３月 尼崎灯台竣工
４月28日町長に仲西長兵衛当選
５月18日剣峠越えバス廃止

1968年（昭和43年）
４月 内瀬園と伊勢路園、押

渕園と斎田園統合
12月５日宿田曽中学校体育館竣工

五ヶ所浦にごみ焼却場
完成
「南勢町史の研究」発行

1969年（昭和44年）
礫浦に種苗センター建設

1970年（昭和45年）
２月 シラスウナギ採捕好況
４月１日五ヶ所・穂原中学校統合
５月７日神津佐大橋完成

３月 穂原小学校新築完成
３月23日南勢町青少年育成町民

会議結成
４月11日五ヶ所大橋竣工式
４月22日町長に山本善昭当選
11月 五ヶ所小梅の苗木配布
12月 下津浦生活改善センター

竣工

1980年（昭和55年）
６月27日大型スーパーマーケット

が五ヶ所浦にオープン
11月３日「南勢音頭」発表会

1981年（昭和56年）
５月20日平和の塔、除幕式
10月１日穂原支所廃止
11月６日五ヶ所小学校、学校安

全文部大臣賞を受ける

1982年（昭和57年）
３月15日法務局南勢出張所新築

移転
８月３日集中豪雨、各地に被害

大
11月23日愛洲移香顕影会発足

1983年（昭和58年）
２月23日「和同開珎」町文化財

指定
４月24日山本町長再選
４月 五ヶ所駐在所新築移転
６月６日桂雲寺薬師像町文化財

指定
８月19日南海地区三小学校統合

に関する答申が統合促
進委員会で決まる
中津浜浦漁村環境改善
センター竣工

1984年（昭和59年）
４月１日水産庁養殖研究所発足

五ケ所湾が日本列島のほ
ぼ中ほどに位置し、古く
から各種養殖漁業が行わ
れ、外洋の海水が容易に
採取できることなどか
ら、淡水区水産研究所、
東海区水産研究所増殖
部、真珠研究所を廃止す
ると共にそれらの機能を
統合し、昭和５９年３月、
水産庁養殖研究所が完成
した。

４月１日田曽浦火葬場町営になる
７月７日町民文化会館落成

７月 相賀浦相生橋架替え

1971年（昭和46年）
１月23日大安病院新築、南勢町

立病院と改称
３月21日南勢町消防本部設置
３月24日町長に久保成当選
３月 礫浦大東灯台竣工
12月14日五ヶ所浦・曽根瀬灯標

初点灯

1972年（昭和47年）
１月21日五ヶ所浦電報電話局舎

完成
１月21日五ヶ所浦・穂原地区、

電話自動化
４月19日五ヶ所浦前田地区区画

整理を行う
三重県、当町の民俗文
化調査実施

７月 五ヶ所浦城山橋架橋
９月16日台風20号、みかん被害大

1973年（昭和48年）
１月 「南勢町文化財調書」

発行
２月11日 五ヶ所中学校体育館完成
４月1日 南勢町清掃センター起工
４月1日 広域消防スタート
４月1日 穂原両保育園統合、穂

原園になる
６月７日五ヶ所公民館竣工
９月20日神津佐公民館竣工

1974年（昭和49年）
１月24日町の木（ウバメガシ）及

び花（ササユリ）制定
３月10日船越公民館竣工
３月12日大三浦礫浦線完成
６月29日五ヶ所小学校プール竣工
７月７日6号台風、穂原地区被

害大
11月15日サニーロード起工式

サニーロードは、国道２
３号線から分岐し、本町
国道２６０号線と結ぶ基
幹農道で、南伊勢地域の
農水産物を短時間で大消
費地へ荷姿を崩すことな
く輸送することを目的と
して開発され、「大規模
農道に太陽がいっぱい」
という意味でネーミング
された。

●ソ連の宇宙衛星船で人類初の
宇宙遊泳
●名神高速道路開通
●朝永振一郎ノーベル賞受賞
●日韓条約調印

●ビートルズ来日
●人口１億人突破

●初の「建国記念日」
●高見山、初の外国人関取になる
●青海マラソン開催、市民マラ
ソンの先駆

●パリ「五月革命」広がる
●消費者保護基本法公布
●川端康成、ノーベル賞受賞
●３億円強奪事件

●アポロ11号月面着陸に成功

●米軍、沖縄毒ガス輸送を住民
の反対で延期
●横綱大鵬引退
●自動車重量税法公布
●「沖縄返還協定」宇宙中継で
調印
●為替相場変動制に移行

●グァム島で元日本兵、救出
●札幌で第11回冬季オリンピッ
ク開催
●ニクソン・ショック
●沖縄日本復帰●田中角栄「日
本列島改造論」発表
●日中国交回復・パンダブーム

●金大中事件
●第１次石油ショック
●江崎玲於奈ノーベル賞受賞

●石油第２次消費規制スタート、
都市のネオン消える
●日本女性山岳隊、初のマナス
ル登頂に成功
●佐藤栄作、ノーベル平和賞受賞
●長島茂雄、現役引退
●ルバング島の元日本兵生還

●ベトナム戦争終結
●沖縄海洋博覧会開催
●山陽新幹線、博多まで延長開通

●昭和天皇在位50年式典

●ロッキード事件発覚
●毛沢東死去
●５つ子誕生

●東海道新幹線、東京－新大阪
で開業
●東京オリンピック開催
●公明党結成

町制施行10周年記念式典

町立病院となる前の大安病院

●日本万国博覧会大阪で開催
●日本山岳会、エベレスト登頂
に成功

磯浦日和山古墳

●国公立大学共通一次試験スタート
●東京で先進国首脳会議（東京
サミット）開催

五ヶ所児童公園のチンチン電車

水産庁養殖研究所
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恵まれた自然環境を活かし、明るく親切で魅
力ある郷土を目指して、ここに南勢町民憲章
を制定します。

●美しい自然を大切にして、愛情豊かなまち
をつくりましょう。
●教養を高め、伝統を生かして、郷土の文化
をきずきましょう。
●元気いっぱい働いて、活気のあるまちをつ
くりましょう。
●互いに助けあって、暖かく幸福なまちをつ
くりましょう。
●いつも笑顔で健康な、なごやかな家庭をつ
くりましょう。
●こどもに夢をもたせ、責任感を育てましょう。
●きまりを守り、みんなの力で住みよいまち
をつくりましょう。

和同開珎

南 勢 町 の あ ゆ み
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●PKO協力法成立

●皇太子、雅子様御成婚

●松本市でサリン殺人事件

●阪神・淡路大震災
●地下鉄サリン事件
●JOC臨界事故

●ペルー日本大使館公邸占拠事件

●サッカー日本代表Ｗ杯初出場

７月 リゾート整備「サンベル
トゾーン構想」の重点整
備地区に指定される

８月 切原「工芸の里」完成
10月25日新伊勢路橋完成

1989年（平成元年）
３月 南勢町クリーンセンタ

ー完成
３月 福祉の里構想「福祉健

康ランド」完成
３月 南勢町総合グランド完成
９月 野口雨情の詩碑を町内

各地に建立
10月 下水道対策室が設置さ

れ、下水道事業始まる。
翌平成２年、宿浦、中
津浜地区着手

12月22日田曽浦漁村センター完成

1990年（平成２年）
３月３日しぶ柿の里「木谷の館」

が完成
３月 礫浦に「南海展望公園」

完成
３月 南勢町一般廃棄物最終

処分場完成
10月 内瀬地区集会所完成
11月３日町制35周年記念式典開催

1991年（平成３年）
３月25日宿田曽「遠洋漁業の里」

にモニュメント完成
３月 「南勢共同福祉施設」

宿浦に完成
４月26日町長に世古好弘当選

９月20日大雨によりサニーロー
ドで土砂崩れ

９月29日「第１回三重サンベル
トトライアスロン大会」
開催される

町のイメージ向上と活性
化、地方と都市との交流
を目的に三重サンベルト
国際トライアスロン大会
が開かれるようになる。
後に３名のトライアスリ
ートが町民から誕生し、
大会を盛り上げてくれた。

1992年（平成４年）
１月 斎田多目的集会所竣工
４月 役場に下水道課が新設

町民文化会館に観光案
内所が設置される

1993年（平成５年）
１月 伊勢路多目的集会所竣工
３月 公営住宅伊勢路地区３戸

完成
６月 中津浜浦浄化センター

供用開始
町水産種苗生産施設で
ナマコの種苗生産試験
に成功

1994年（平成６年）
１月 五ケ所湾マリーンホー

ン開局
ふるさと農道着手

４月　 いせしま森林組合設立

1995年（平成７年）
２月 町民グランド完成（宿

田曽）
３月 公営住宅建設(船越)

誘致企業(有)イセハイ
テクノ操業開始

４月 世古町長再選
４月 町道下津浦檜山路線県

道昇格（南勢浜島線）
町道迫間浦本線完成

４月 歴史資料館＆剣道場
『愛洲の館』完成

町制３０周年記念事業「里
づくり」構想の一環として
五ケ所城址を中人に整備さ
れた「愛洲の里」にその中
核施設として剣術場と歴史
資料館を併せもった『愛洲
の館』が完成した。

６月17日町制施行４０周年記念
事業。1000m級無人探
査機「かいこう」「よこ
すか」一般公開
南勢町物産販売観光促
進協議会「楓江幸房」
発足

1996年（平成８年）
７月７日サニーロード全線開通

（８年10月、県道昇格、
県道玉城南勢線となる）

８月３日五ケ所湾海洋牧場竣工、
運用開始される
宿田曽小学校大規模改修

11月 中山間地域総合整備事
業（農村公園　ないぜ
しぜん村）
レインボー南勢シティ
穂原分譲住宅販売開始

12月 泉地区農業研修施設完成

1997年（平成９年）
７月19日伊勢路川パターゴルフ

場オープン
五ケ所小・久々野小
学校交流20周年を迎え
る

1998年（平成10年）
１月 宿浦第２トンネル貫通
１月 田曽浦浄化センター供給

開始
南勢町ホームページ開設

９月10日波力発電装置マイティ
ホエール実験開始

科学技術庁と海洋科学技術
センターが海洋エネルギー
の活用を目的に開発した波
力発電実験装置「マイティ
ホエール」が、７月１０日
五ケ所湾に係留され、実験
が開始された。

南勢町まちを美しくす
る条例施行

11～12月アートイベント　

『Morphe
モ ル フ ェ

９８』開催

東京の青山と伊勢志摩・
南勢町がリンク。現代美
術の展覧を中心に、写真、
パフォーマンス映像など
多岐にわたる表現を取り
入れた新しいかたちのア
ートイベント『Ｍｏｒｐ
ｈｅ（モルフェ）』が開
催された。

●筑波科学万博開幕
●男女雇用機会均等法公布
●電々公社民営化

●チェルノブイリ原発事故

●リクルート事件発覚
●東京ドーム完成
●ソウル五輪

●東西ドイツ統一
●文仁親王御成婚、秋篠宮に
●ペルー大統領に日系フジモリ氏

●湾岸戦争勃発
●長崎雲仙普賢岳噴火、火砕流
で大被害

●昭和天皇崩御
●消費税実施

７月13日南海小学校建設竣工式

人口の過疎化が進むにつ
れ、夫婦世帯の他町への
流出が多く続き児童数が
急減。昭和６０年迫間、
礫、相賀の各小学校を統
合し南海小学校となる。

８月10日宮山古墳より双龍文環
頭大刀等出土

９月17日サニーロード開通式
10月４日皇太子御夫妻当町行啓
10月27日南勢高校野球部東海大

会出場
12月 可動式楓江橋竣工

1985年（昭和60年）
７月21日町制30周年記念事業

「フェスタNANSEI85」
開催
「南勢牛鬼太鼓保存会」
発足

11月 「愛洲の里」開村

1986年（昭和61年）
６月１日南勢町ビッグフォトコ

ンテスト始まる
７月 「自然と彫刻が対話す

る町づくり」が始まる
７月 町立水産種苗センター

完成

1987年（昭和62年）
３月９日穂原小学校新体育館が

完成
３月31日宿田曽漁港に水産市場

が完成
４月 山本町長再選（第3期）
８月１日「南勢町水産振興まつ

り」宿田曽漁港で開催
９月20日「南勢フォトフェステ

ィバル」開催
12月 南勢町視「あるがまま」

発刊

1988年（昭和63年）
５月１日サニーロード経由「サニ

ー急行」バス運行開始

双龍文環頭大刀

宮山古墳

南勢牛鬼太鼓保存会

サニー急行バス運行

南勢町水産振興まつり

●国鉄民営化

寸断されたサニーロード

●山一證券、拓銀破綻

伊勢路川パターゴルフ

マイティーホエール

モルフェ　岡本太郎の作品「若い太陽」

南海展望公園

愛洲の館
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なぶら太鼓と千本桜イベント　　神津佐の天王祭　　昭和62年
の迫間浦　　青のり干し　　五ヶ所弁天祭り　　宿田曽港まつり　
剣祖祭　　のどかな一時　　みかんの収穫　　火ふり神事　　　
五ヶ所祭り

12月 青空楽市なんせい

「産業まつり」が「楽市
なんせい」と名前を変え
て開催。交流のある久々
野町や北勢町のコーナー
も設けられた。

下津浦にエコパーク完成
南張トンネル開通
特定公共賃貸住宅（内
瀬、田曽浦）完成

1999年（平成11年）
３月31日礫保育園が閉園
４月 町長に川口米人当選

文化協会創立３０周年
７月 町営住宅南海団地完成

夏季巡回ラジオ体操南
勢町から全国中継

９月13日宿浦第３トンネル貫通
ロマンの里切原に炭焼
き窯できる

切原ササユリの里に炭焼
き窯が完成し、生涯学習
の技術伝承の場として、
また、小中学生の生活学
習の場として利用されて
いる。

2000年（平成12年）
２月 津地方法務局南勢出張

所が伊勢支局へ統合さ
れる
内瀬体験加工施設オー
プン

中山間地域総合整備事業
の一環で、内瀬に地元の
産品などを販売、加工体
験できる『内瀬体験加工
施設』が完成。青空市な
どを定期的に開き、新鮮
で安全なふるさと産品を
販売している。尚、運
営・管理は農村公園「な
いぜしぜん村」に委託。

３月23日南勢町環境保全条例施行
３月 穂原団地完成（内瀬地区）
３月31日巡航船が廃止される
４月 宿浦・船越地区浄化セ

ンター供用開始

デイサービスセンター
「和」完成

４月１日　町営バスが運行開始

庶民の足として町営バスが
運行を開始。これにより木
谷、中津浜浦、切原、宿田
曽地区にもバスが通うよう
になった。

４月９日海ぼうずオープン

廃校になった旧相賀小学
校の校舎を宿泊施設に再
生したふれあいと体験の
館『海ぼうず』がオープ
ンした。

６月１日くまの灘漁業協同組合
発足
町長と語ろう『フレッ
シュ談話会』各地区で
実施

８月１日新庁舎完成
９月３日南勢町町制施行４５周

年と庁舎竣工を祝い記
念式典を開催

11月３日『南勢ＤｏｎＤｏｎ
ど ん ど ん

』開催

誰もが参加できて楽しめ
るイベントができないか
と町民と行政が一体にな
って企画されたお祭り

『南勢ＤｏｎＤｏｎ
ど ん ど ん

』が
町民文化会館、庁舎周辺、
愛洲の館の３ゾーンを会
場に開催され、子どもか
らお年よりまでたくさん
の人々で賑わった。

11月５日体育協会３０周年記念
事業開催

●シドニーオリンピック開催

ここには忘れられない場面がある。
なくしてはならない風景がある
寄せては返す永遠のカケラ。
あの日の南勢町。

宿浦第３トンネル貫通

昔ながらの窯うちを再現

内瀬体験加工施設

こころの
アルバム
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産業まつり

巡航船

町営バス発着式

海ぼうず

新庁舎

南勢Don Don

南勢Don Don 最後に
本記念誌の発刊にあたり、住民の皆様ならびに関係各位から大変貴重な写真をご提供
いただきましたことを心よりお礼申し上げます。



南勢町役場
〒516-0194

三重県度会郡南勢町五ヶ所浦3057
TEL0599-66-1111（代） FAX0599-66-1904


